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本論文は、「森林資源管理における社会的合意形成プロセスの構築に関する研究～「国頭村森林地域ゾーニン

グ計画」策定事業の実践と考察～」と題し、「森林管理における保全と利活用の対立克服のための合意形成プロ

セスをどのように構築するか」という問いを立て、その問いに対する解を明らかにしている。 

森林管理では、保全と利活用の二項対立をどう克服するか、その道筋をどのようにみいだすかということが重

要な課題である。本研究は、この課題について、わが国で代表的な亜熱帯林である沖縄県やんばる国頭の森の「国

頭村森林地域ゾーニング計画」（2011 国頭村：以下、「本計画」とする。）の策定事業を題材に、社会合意形成

及び森林教育の観点から考察している。 

生物多様性豊かな亜熱帯林の保全と利活用をめぐる多様なステークホルダー間のインタレストが潜在的に対

立するなか、紛争に陥らせずに合意形成を図るには、合意形成プロジェクト・マネジメントをどのように行うか

が重要であるという点を踏まえると、森林資源管理に関する合意形成というテーマに関して、基礎自治体による

森林計画策定の実践に関する研究事例は貴重である。v 

本研究は、合意形成プロセスを含む事業による理論的・経験的な情報を分析した上で構築した「社会的合意形

成プロセスにおける設計・運営・進行の具体的手法」を用いて行った事業を研究の対象としており、困難な合意

形成の現場において、合意形成プロセスのための仮説を立て、当事者として問題解決の試みとして行った実践

的・社会実験的研究と位置づけることができる。 

本論文は序章、第 1章から第 9章、及び終章から構成している。 

序章では、本研究のテーマ、先行研究と方法論、研究の成果と本論文の構成を示している。 
第１章「森林管理の歴史」では、コモンズとしての森林について考察した上で、やんばるの森の管理の歴史的

背景について、琉球王朝の蔡温による林政まで遡って論じるとともに、所有権・利用権の変遷を論じている。 

第２章「国頭村の森林管理」では、やんばるの森の象徴でもある資源の価値について、自然資源と文化資源に

ついて論じている。 

第３章「やんばるの森の保全と利活用」では、保全と利活用の対立構造を、「守る対象」の変遷の視点から論

じている。 

第４章「森林資源管理に関する合意形成」では、森林資源管理に関する法令に基づく境界の設定における合意

形成について概説し、「森林地域に張り巡らされている様々な境界による混乱」を明らかにしている。 

第５章「策定事業およびプロジェクト・マネジメントの概要」では、本研究の実践フィールドである国頭村が

実施した本計画策定事業及び合意形成プロジェクト・マネジメントの概要を論じている。 

第６章「「国頭村森林ゾーニング計画」の内容」では、合意形成マネジメントの成果として合意形成に至った

本計画の内容について、基礎情報の集積・統合からゾーニング図の策定・合意形成までの経緯を論じている。 

第７章「「ゆるやかなゾーニング」と「自然再生」」 

では、本計画における終盤の厳しい合意形成の構築に大きく貢献した、「ゆるやかなゾーニング」の概念につ

いて論じている。 

第８章「「国頭村森林地域ゾーニング計画」の意義」では、本計画の意義について、環境教育的視点及び地域

政策の視点から論じている。 

第９章「やんばる国頭村の持続可能な森林資源管理の課題」では、国頭村の持続可能な森林資源管理における

課題について、世界自然遺産登録、新しい森林業の創出、地域を主体とした森林管理等に関して論じている。 

終章では、本研究の成果と今後の課題についてまとめている。 
以上を要するに、本研究は、亜熱帯林の持続的管理における対立・紛争の解決のためには、問題の本質に沿い、

かつ地域の実情に即しつつ、社会的合意形成プロセスのデザインとマネジメントを実践することで、対立の深い
課題を合意に導くことができることを社会実験的に示している。とくに本研究の学術上の貢献は、自然環境の生
態学的資料と行政機関等の行政的資料などをもとに、各種境界の複雑かつ多様な情報をＧＩＳソフトの活用によ
って重ね合わせ、統合することで、戦略的概念としての「ゆるやかなゾーニング」による合意形成を実現するこ
とが可能であるということを示したことである。本論文は、多様なステークホルダーによる保全と利活用の対立
を克服するための合意形成プロセスに関する理論と方法を示したことにより、学術上貢献するところが大きい。
よって、博士（学術）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 

 


